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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

特
論
１　
土
地
形
成
史

図
版
で
た
ど
る
尼
崎
地
域
の
土
地
形
成

Landsat 衛星写真でみる大阪湾岸地域　尼崎市域を赤いラインで表示
画像データ提供：Global Land Cover Facility (GLCF), University of Maryland

〔
土
地
形
成
図
版
掲
載
に
あ
た
っ
て
〕

　

こ
の
項
目
に
は
、
尼
崎
地
域
の
各
時
代
・
分
野
の
歴
史
を
調
べ
る
う
え
で
基
礎
と
な
る
、
時

代
別
土
地
形
成
史
の
図
版
を
作
成
・
掲
載
し
ま
し
た
。

　

掲
載
図
版
は
、『
図
説
尼
崎
の
歴
史
』
序
説
２
「
尼
崎
市
域
の
微
地
形
」（
田
中
眞
吾
氏
執
筆
）

の
知
見
を
も
と
に
、
各
時
代
の
遺
跡
分
布
、
絵
図
・
地
図
等
の
文
献
史
料
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
、

近
代
以
降
の
地
形
情
報
な
ど
を
総
合
的
に
調
査
・
検
討
し
、
海
岸
線
や
河
川
流
路
な
ど
の
地
形

を
推
定
復
元
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
な
お
、
各
図
版
の
ベ
ー
ス
と
な
る
地
形
は
、
国
土
地
理
院

の
基
盤
地
図
情
報
を
用
い
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

掲
載
図
版
作
成
作
業
工
程
の
分
担
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

森も
り
お
か岡
秀ひ
で
と人　

遺
跡
分
布
調
査
及
び
現
地
地
形
調
査
に
よ
る
海
岸
線
・
河
川
流
路
等
推
定
復
元

　

田た
な
か中
貴た
か
ひ
ろ宏　

文
献
史
料
情
報
・
地
形
情
報
等
の
追
加
、
掲
載
図
版
デ
ー
タ
作
成
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　
海
岸
線
の
変
遷　

　

次
頁
以
下
の
時
代
別
図
版
に
示
し
た
各
時
代
の
海
岸
線
を
、
現
在
の
地
形
図
版
上
に
描
い
た

も
の
で
す
。

　

現
尼
崎
市
域
を
含
む
阪
神
地
域
の
海
岸
線
が
、
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　
総
括
図

　

現
在
の
地
形
の
上
に
地
形
分
類
と
自
治
体
名
称
、
河
川
名
称
、
尼
崎
市
域
の
境
界
線
を
描
き
、

合
わ
せ
て
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
示
し
ま
し
た
。

　

地
形
分
類
の
典
拠
は
、国
土
地
理
院
作
成
の「
二
万
五
千
分
の
一
土
地
条
件
図（
大
阪
西
北
部
）」

で
す
。

　

尼
崎
市
役
所
の
位
置
は
、
次
頁
以
下
の
す
べ
て
の
図
版
上
に
、
同
じ
二
重
丸
を
用
い
て
表
示

し
て
い
ま
す
。

海岸線の変遷

総 括 図

縄文時代（早期）
縄文時代（前期中心）
弥生時代（前期）
古墳時代
古代（奈良時代）
中世（前期）
近世（初期）
近代
現在
尼崎市域
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　
縄
文
時
代
（
早
期
）　

　

縄
文
時
代（
早
期
）の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、伊
丹
台
地
、

現
在
の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　
縄
文
時
代
（
前
期
中
心
）　

　

縄
文
時
代
（
前
期
中
心
）
の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、

伊
丹
台
地
、
現
在
の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

縄
文
海か

い
し
ん進
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
と
さ
れ
る
こ
の
時
期
、
伊
丹
台
地
の
南
縁
部
付
近
が
海
岸
線

と
な
り
、
市
域
の
多
く
は
海
域
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

〔
海
進
・
海か

い
た
い退
〕
海
水
面
上
昇
や
陸
地
沈
降
に
よ
る
海
岸
線
の
陸
側
へ
の
移
動
を
「
海
進
」、
反

対
の
現
象
を
「
海
退
」
と
呼
び
ま
す
。
気
候
温
暖
化
に
よ
る
海
水
の
熱
膨
張
や
大
陸
上
氷
床
の

融
解
に
よ
り
、
海
水
面
が
上
昇
し
海
進
と
な
り
、
寒
冷
化
す
る
と
海
退
と
な
り
ま
す
。
地
球
規

模
の
周
期
的
気
候
変
動
に
よ
り
、数
万
年
な
い
し
十
万
年
単
位
の
長
期
サ
イ
ク
ル
で
温
暖
化（
海

進
）
と
寒
冷
化
（
海
退
）
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

縄文時代（早期）縄文時代（前期中心）
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　
弥
生
時
代
（
前
期
）　

　

弥
生
時
代
（
前
期
）
の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、
現
在

の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、「
尼
崎
市
埋
蔵
文
化
財　

遺
跡
分
布
地
図
及
び
手
引
き
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
）
に

掲
載
さ
れ
る
遺
跡
の
う
ち
、
時
代
区
分
に
弥
生
時
代
が
含
ま
れ
る
も
の
を
赤
色
で
表
示
し
ま
し

た
。

　

縄
文
海か

い
し
ん進
後
の
海か
い
た
い退
現
象
が
始
ま
り
、
市
域
北
部
の
陸
地
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

人
々
が
市
域
に
住
み
始
め
る
こ
の
時
代
、
猪
名
川
水
系
や
武
庫
川
水
系
の
流
域
に
生
活
の
痕

跡
を
確
認
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
古
墳
時
代　

　

古
墳
時
代
の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、
現
在
の
尼
崎
市

域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、「
尼
崎
市
埋
蔵
文
化
財　

遺
跡
分
布
地
図
及
び
手
引
き
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
）
に

掲
載
さ
れ
る
遺
跡
の
う
ち
時
代
区
分
に
古
墳
時
代
が
含
ま
れ
る
も
の
を
赤
色
で
表
示
し
、
さ
ら

に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
前
方
後
円
墳
を
形
状
・
方
位
を
反
映
す
る
形
で
表
示
し
ま
し
た
。

　

弥
生
時
代
に
比
し
て
、猪
名
川
・
武
庫
川
両
水
系
河
口
部
の
土
地
形
成
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

　

水み
ず
ど
う堂
古
墳
を
除
い
て
、
市
域
古
墳
の
多
く
は
猪
名
野
古
墳
群
に
属
し
て
い
ま
し
た
。

弥生時代（前期）古墳時代
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　
古
代
（
奈
良
時
代
）　

　

古
代
（
奈
良
時
代
）
の
地
形
や
海
・
河
川
・
砂さ

す州
列
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、

こ
の
時
代
の
主
要
な
地
名
、
現
在
の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も

の
で
す
。

　

加
え
て
、「
尼
崎
市
埋
蔵
文
化
財　

遺
跡
分
布
地
図
及
び
手
引
き
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
）

に
掲
載
さ
れ
る
遺
跡
の
う
ち
、
時
代
区
分
に
奈
良
時
代
が
含
ま
れ
る
も
の
を
赤
色
で
表
示
し

ま
し
た
。

　

延
暦
四
年
（
七
八
五
）
に
神
崎
川
が
開
削
さ
れ
淀
川
と
つ
な
が
っ
た
の
ち
、
河
口
に
近
い
神

崎
は
長
岡
京
・
平
安
京
と
瀬
戸
内
・
西
国
を
結
ぶ
湊
の
ひ
と
つ
と
し
て
栄
え
、
遊
女
が
集
ま
る

歓
楽
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

同
じ
く
神
崎
川
の
河
口
近
く
に
形
成
さ
れ
た
の
が
、
天
平
勝
宝
八
年
（
七
五
六
）
に
孝
謙
天

皇
の
命
に
よ
り
東
大
寺
に
勅ち

ょ
く
せ
に
ゅ
う

施
入
さ
れ
た
荘
園
・
猪い
な
の
し
ょ
う

名
荘
で
す
。
勅
施
入
と
は
、
天
皇
の
命
に

よ
り
土
地
や
財
物
な
ど
を
寺
社
に
寄
進
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
尼
崎
市
教
育
委
員
会
所
蔵
の

「
摂せ

っ
つ津
職し
き

河か
わ
の
べ
ぐ
ん

辺
郡
猪い
な
し
ょ

名
所
地ち

ず図
」
を
も
と
に
、
荘
園
開
発
の
過
程
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
築
堤
・
水
路
を
図
上
に
示
し
ま
し
た
。
荘
域
の
北
側
、
管
理
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
場
所
（
潮
江
、
現
Ｊ
Ｒ
尼
崎
駅
北
側
）
か
ら
は
、
駅
前
再
開
発
工
事
に
と
も
な
い

猪
名
庄
遺
跡
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

猪
名
荘
の
北
と
南
に
形
成
さ
れ
た
東
西
方
向
の
砂
州
列
を
、
模
式
的
に
ラ
イ
ン
と
し
て
表
示

し
ま
し
た
。
こ
の
付
近
で
は
西
か
ら
東
へ
と
流
れ
る
大
阪
湾
の
潮
流
が
運
ぶ
土
砂
が
堆
積
し
、

砂
州
が
つ
な
が
り
新
た
な
海
岸
線
と
な
り
、
後
背
の
低
湿
な
潟せ

き
こ湖

（
ラ
グ
ー
ン
）
が
陸
地
化
し

て
い
く
過
程
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

流
れ
が
比
較
的
お
だ
や
か
な
猪
名
川
・
神
崎
川
水
系
に
対
し
て
、
六
甲
山
系
の
土
砂
を
多
く

運
ぶ
荒
れ
川
で
あ
っ
た
武
庫
川
河
口
付
近
に
は
、
巨
大
な
三
角
州
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
中
世
（
前
期
）　

　

中
世
（
前
期
）
の
地
形
や
海
・
河
川
・
砂さ

す州
列
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、

こ
の
時
代
の
主
要
な
地
名
、
現
在
の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も

の
で
す
。

　

加
え
て
、「
尼
崎
市
埋
蔵
文
化
財　

遺
跡
分
布
地
図
及
び
手
引
き
」（
尼
崎
市
教
育
委
員
会
）
に

掲
載
さ
れ
る
遺
跡
の
う
ち
、
時
代
区
分
に
中
世
が
含
ま
れ
る
も
の
を
赤
色
で
表
示
し
ま
し
た
。

　

猪い
な
の
し
ょ
う

名
荘
の
南
に
長な
が
す
の
し
ょ
う

洲
荘
が
形
成
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
南
に
大だ
い
も
つ物
・
尼
崎
と
い
っ
た
港
町
が
出

現
し
ま
す
。
古
代
の
神
崎
と
同
じ
く
、
淀
川
・
神
崎
川
の
流
れ
を
通
じ
て
京
と
瀬
戸
内
・
西
国
、

さ
ら
に
は
大
陸
を
結
ぶ
中
継
港
と
し
て
、
大
き
な
繁
栄
を
見
せ
ま
し
た
。

　

猪
名
荘
・
長
洲
荘
に
と
ど
ま
ら
ず
、
市
域
各
所
に
お
い
て
開
発
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
農
業

集
落
が
形
成
さ
れ
荘
園
が
立
荘
さ
れ
ま
す
。
と
も
に
荘
園
領
主
で
あ
る
東
大
寺
と
鴨
社
が
争
っ

た
長
洲
荘
・
長な

が
す
の
み
く
り
や

洲
御
厨
の
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
の
支
配
や
土
地
の
領
有
を
め
ぐ
る
荘

園
間
の
争
い
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
世
後
期
に
は
、
尼
崎
と
伊
丹
の
中
間
に
位
置
す
る
街
道
沿
い
の
在ざ

い
ご
う
ま
ち

郷
町
・
塚
口
が
記
録
に

現
れ
ま
す
。
応
永
一
六
年
（
一
四
〇
九
）
建
立
と
伝
え
ら
れ
る
浄
土
真
宗
（
一
向
宗
）
塚
口
御
坊

の
寺
内
町
と
し
て
、
濠
と
土
塁
が
集
落
を
囲
む
環
濠
集
落
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。

中世（前期） 古代（奈良時代）
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　
近
世
（
初
期
）　

　

近
世
（
初
期
）
の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
水
系
の
名
称
、
こ
の
時
代

の
主
要
な
地
名
、
現
在
の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、「
大
日
本
帝
国
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
明
治
一
八
年
測
量　

二
万
分
の
一
仮
製

地
形
図
」
に
描
か
れ
る
道
筋
を
参
考
に
、
こ
の
時
代
の
主
要
な
街
道
を
表
示
し
ま
し
た
。

　

中
世
後
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
村
切
り
が
行
な
わ
れ
、
近
世
の
村
が
形
成
さ
れ
て
い
き

ま
す
。猪
名
川
・
武
庫
川
両
水
系
か
ら
市
域
全
域
へ
と
農
業
用
水
を
導
く
井ゆ
（
用
水
路
）と
井ゆ
ぐ
み組（

水

利
組
合
）
が
形
成
さ
れ
、
村
々
の
農
業
生
産
の
基
盤
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

近
世
初
頭
に
は
譜ふ

だ
い代
大
名
・
戸
田
氏う
じ
か
ね鉄
が
尼
崎
藩
主
と
し
て
入
封
し
、
中
世
尼
崎
町
に
新
た

な
近
世
城
郭
・
尼
崎
城
を
築
城
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
町
場
に
対
す
る
都
市
改
造
を
行
な
い
、
東

西
に
広
が
る
城
下
町
を
建
設
し
ま
す
。

　

城
下
町
の
南
か
ら
武
庫
川
に
か
け
て
の
海
岸
部
一
帯
で
は
、
近
世
を
通
じ
て
次
々
と
生
ま
れ

る
砂さ

す州
を
干
拓
し
、
島
状
の
新
た
な
農
地
と
す
る
新
田
地
帯
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
近　
代　

　

近
代
の
地
形
や
海
・
河
川
を
表
現
し
、
そ
の
上
に
河
川
名
称
、
近
代
初
頭
の
町
と
村
、
現
在

の
尼
崎
市
域
の
境
界
線
、
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、
近
世
と
同
じ
く
「
大
日
本
帝
国
参
謀
本
部
陸
軍
部
測
量
局
明
治
一
八
年
測
量　

二
万
分
の
一
仮
製
地
形
図
」
に
描
か
れ
る
道
筋
を
参
考
に
、
近
代
初
頭
の
主
要
な
街
道
を
表
示

し
ま
し
た
。

　

明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
に
市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
近
世
以
来
の
町
・
村
を
統
合

し
て
新
た
な
行
政
区
域
・
組
織
が
編
成
さ
れ
ま
す
。
市
域
で
は
、
尼
崎
城
下
町
を
中
心
と
す
る

尼
崎
町
と
、
小
田
・
大お

お
し
ょ
う庄・
立
花
・
武
庫
・
園
田
と
い
う
五
村
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

明
治
後
期
以
降
は
、
阪
神
地
域
の
工
業
化
・
都
市
化
の
流
れ
の
な
か
、
神
崎
川
流
域
か
ら
臨

海
部
に
か
け
て
工
場
立
地
が
進
み
ま
す
。
加
え
て
、
市
域
を
横
断
す
る
鉄
道
・
道
路
な
ど
の
交

通
網
が
整
備
さ
れ
、
沿
線
地
域
を
中
心
に
各
所
に
新
た
な
住
宅
地
や
商
業
地
が
形
成
さ
れ
、
市

街
地
化
が
進
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
都
市
化
や
人
口
の
増
大
を
背
景
と
し
て
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）、
尼
崎
町
に

立
花
村
域
の
東
難な

に
わ波
・
西
難
波
を
加
え
、
初
の
尼
崎
市
制
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
昭
和
一
一
年

（
一
九
三
六
）
に
は
小
田
村
と
解
消
合
併
し
、
昭
和
一
七
年
に
大
庄
・
立
花
・
武
庫
村
を
合
併
、

昭
和
二
二
年
に
は
園
田
村
を
合
併
し
、
ほ
ぼ
現
在
の
尼
崎
市
域
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
制
施
行
・
市
村
合
併
が
進
め
ら
れ
た
大
正
・
昭
和
戦
前
期
か
ら
戦
後
復
興
・
高
度
経
済
成

長
期
に
か
け
て
、
臨
海
部
を
中
心
と
す
る
重
化
学
工
業
地
帯
形
成
及
び
市
域
全
域
の
都
市
化
・

市
街
地
化
が
進
展
し
、
尼
崎
市
は
阪
神
工
業
地
帯
の
中
核
を
占
め
る
都
市
へ
と
変
貌
を
と
げ
て

い
き
ま
し
た
。

近 代 近世（初期）
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第
Ⅲ
部
特
論
１
「
土
地
形
成
史
」

　

現　

在　

　

現
在
の
地
形
の
上
に
、尼
崎
市
域
の
境
界
線
及
び
尼
崎
市
役
所
の
位
置
を
描
い
た
も
の
で
す
。

　

加
え
て
、各
市
の
「
二
、五
〇
〇
分
の
一
地
形
図
」
に
よ
り
、街
区
・
建
物
を
表
示
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
末
期
の
戦
災
被
害
や
そ
の
前
後
の
風
水
害
被
害
、平
成
七
年（
一
九
九
五
）

の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
災
か
ら
の
復
興
を
経
た
、
市
域
及
び
阪
神
地
域
の
現
在
の
姿

で
す
。
市
街
地
化
が
平
野
部
の
ほ
ぼ
全
域
に
及
ん
で
い
る
様
子
を
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

現 在

〔
原
稿
作
成
〕
田た
な
か中　

貴た
か
ひ
ろ宏
／
森も
り
お
か岡　

秀ひ
で
と人
／
地
域
研
究
史
料
館
（
担
当　

辻つ
じ
か
わ川
敦あ
つ
し）
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